
●INPIT知財総合支援窓口の強化
■加速的支援事業の創設
経営課題を認識し解決に知財を活用する意
欲のある中小企業に対する知財・経営専門
家チームの伴走型支援を創設。
■知財情報分析ツールの活用促進
知財総合支援窓口が中小企業等が使いやす
い知財情報ツールを発掘し活用を促進。
■スタートアップ支援の効率化
特許庁のスタートアップへの知財戦略構築
支援事業(IPAS)について加速的支援事業と
の効率実施に向けINPITへの移管検討。
■地域ブランドデザイナー派遣
地域ブランドを活用して街おこしを目指す
商店街等にアドバイスを行う専門家を派遣。

●中小企業庁＆特許庁施策連携
■よろず支援拠点事業＆知財総合支援窓口
これまでの販路開拓等の課題解決の連携相
談支援に加え、オンラインでの連携相談体
制を強化。
■サポイン事業＆知財総合支援窓口
サポイン事業採択企業のうち知財戦略立案
支援が必要な企業について、知財総合支援
窓口で新たに創設予定の加速的支援事業の
対象とする。
■中小企業庁創業支援＆知財総合支援窓口
支援機関間で連絡先を共有し、創業支援に
おける知財の相談に対応する体制を整備。

中小企業・スタートアップの知財活用アクションプラン(中小企業庁＆特許庁・INPIT)
問題意識：感染症流行下、中小企業等が自社の強みを活かし事業環境変化に対応できる環境整備が必要
支援戦略：中小企業庁＆特許庁の施策連携により、中小企業等の経営資源である知財の活用促進を強化

●権利化支援の強化(特許庁)
■外国出願補助金の拡充
従来の出願費用に加え、審査請求
や中間応答費用まで支援対象拡充。

●中小企業庁＆特許庁施策連携
■JAPANブランド育成支援等事
業＆外国出願補助金
同事業採択事業者について、外国
出願補助金を採択する際の優遇措
置を検討。
■海外展開ハンズオン支援(中小
機構)＆海外知的財産プロデュー
サー事業(INPIT)
双方に窓口を設置し、支援先企業
の海外展開に向けたアドバイスを
迅速に実施。

4.海外展開支援

1.知財を活用した経営戦略立案支援

■㈱全国商店街支援センター＆
知財総合支援窓口
支援機関間で連絡先を共有し、
商店街の地域ブランド構築の相
談対応や知財の重要性の周知を
行う体制を整備。
■中小機構が実施する中小企業
大学校＆INPIT
INPITと中小機構が、経営課題と
知的財産に関する研修を企画し、
中小企業大学校を通じた提供を
検討する。

図中、
●背景色有：
中小企業庁＆特許庁連携策
●背景色無：特許庁施策

■中小企業庁ＤＸプ
ラットフォームへの
INPIT参加検討

■INPITが、中小企
業支援機関が参加す
る知財経営に関する
ネットワーク会議を
主催

■INPIT＆支援機関
(以下)とのMOU締結
による組織的連携強
化
・日本商工会議所
・中小企業基盤整備
機構
・全国中小企業振興
機関協会（下請かけ
こみ寺）

●中小企業庁＆特許庁施策連携
■下請かけこみ寺＆知財総合支
援窓口
両支援機関の相談員が相互協力
し、知財の取引上の問題解決に
向けて連携して支援。
■知財取引に関する周知
知財取引GL・契約書ひな形、
下請法における知財の取扱いに
関する解説動画をINPITの知財
学習eラーニングサービス(IP e 
Plat)から配信。

●知財評価活用のためのひな形等
の作成・普及（特許庁・INPIT）
金融機関の事業性評価等に活用に
資する知財評価活用のための
GL・ひな形を作成。知財総合支
援窓口において、作成したGL・
ひな形を用いた中小企業向けの支
援を開始。

3.知財金融を通じた支援2.知財取引適正化 ５.連携強化
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